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たO 3次元スキャナーからの許灘群と舟状骨単体の
3D CTからの計測群は棺関しており，規到牲を持っ
た拡大が存在していたG 手関節 3DCTから作製した
舟状骨モデルは正確と辻言えなかった。舟状骨骨折の
手術時に整鎮の目安として再生曲隷の3次元モデルが
朝用可能であると思われた。また，建鱒手関篇の 3D
CT画f象の鏡面｛象から舟状骨を含むモデルの作製を行
い，ある程度の拡大を考憲しながら利罰することが，
現状での舟状骨骨折の手街用モデルとして適している
と思われたc
2. 三次元的観察による手の虫行の解部学的および臨
床的研究
一手の榛傑部を中心に一
生々木正修（整形外科学）
i目的］手の榛鱒部を中心に手の盛行を解剖学的に
研究することにより 手の微小塩管外科の分野におけ
る臨床的問題点、を解決することである。
i対象および方法］ JI I鯖医科大学解剖用保存遺体
96手を対象とした。鞭寓動張より Barium10～15 ml 
を注入し動原造影を行った後，得られた立体写真を三
次元的に解析したO
i結果］槙骨動脈が全ての臣有掌倒指動既に関与す
る手を4手に認めた。母指・示指韓関の3司有掌傭指
動販は40手が共通の本幹であった。母指議f国背髄指
動脹として2本の血管を認めた。母指尺髄背鱒指動振
の本幹として3つのタイプを認めた。第l背劉中手動
原尺側枝が，示指提翻背憤i指動紙に関与しない手を 3
手に認めた。母指掌翻詣動脹径は韓関が尺劉より太い
手が49手であった。母指尺測詣動脈径は背鰭が掌概
と比較し同等あるいは太い手が33手であった。
［結語］以上の解説結果より，臨床上の問題点や治
療に有用な知見を得た。
3. Comparison of tensile strength and thrombus for-
mation between mechanical microvascular anas-
tomoses using a biodegradable ring device and 
sutured anastomoses 
｛生体内吸収 1）ングを用いた畠管吻合と血管縫合に
おける礎断強度および卑栓形或の比較）
市立i 誠（整形外科学）
生体内吸収リングを清いた血管吻合により吻合部に
張力がかかるような運動が早期から可能か否かを検討
する日的で，まず，兎24~5]の両側の大槌動静脹をそ
れぞれリング吻合および、ナイロン糸縫合を仔い吻合後
24時間， 72時間， 1遅， 2週において吻合部を含め
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た血管を採取し，万能試験器を用いて吻合部の破斬強
度を測定した。さらに，兎18羽の謂劉の大腿動款を
それぞれリング吻合およびナイロン糸縫合を行ったの
ち， 1司1匝，接関節の屈伸運動を100回ほど，吻合
後24時間目， 72時期日， l遅日まで仔ったのち走査
電顕により吻合部の血栓形成を観察した。動脹の破断
強震はいずれもリング群の方が縫合群より有意に大き
かったが，静献では有意差を認めなかった。阜期運動
によりリング吻合ではいずれも血栓は認められなかっ
たが，ナイロン糸縫合では血栓が認められた。これら
の結果より，生捧内吸収リングを用いた虫管吻合後の
早期運動の可能性が示唆された。
4. Effect of thermosensitive liposomal doxorubicin 
with hyperthermia on primary tumor and lung 
metastases in hamster osteosarcoπ1a 
（ハムスター吾肉塵における塩酸ドキソルビシン封
入逼熱感受性ワポソームの謹蕩原発巣および腕転移
に対する効果〉
下瀬省二（整形外科学）
姉に高率に転移するハムスター骨肉腫（Os515）を
用い，塩酸ドキソルどシン（DOX）封入温熱感受性l)
ポソーム（TL-DOX〕と湿熱療法の鉾用による抗麗蕩
蕩果，覇転移抑制効果，副作用を評植し，局所ターゲ
テイング療法における全身的な効果を検討した。シリ
アンゴールデンハムスターの下腿筋内に骨肉腫 50mg 
を移植し， 1遇間後に TL-DOX（梧転移温度42°C）あ
るいは DOXj容液を頚静脹より静注後（DOXj農度を
5 mg/kgに龍節），下鼓を恒温槽で30分間， 43°Ctこ加
温した。温熱（43°C）単独， DOX静注単独，温熱－
DOX静注許用， TL-DOX静注単独， TL-DOX静注－
j昆熱併用の治療を行った。 TL-DOX静注群は， DOX
濃度が DOX静注群に比べ皐請で6倍，韓蕩で3.1倍，
鮪で2.41音であり，瞳蕩の増殖と肉親的賠転移巣数は
禁治療群に比べ有意（p<0.05）に抑制され，体重は
蕪治療群と同様の増加を示した。
5. Activated Fyn phosphorylatesα－synuclein at 
tyrosine residue 125 
（活性化チロシンキナーゼ Fynは α－synucleinの
125番目のチロシン残基を IJン酸化する）
中村 毅｛内科学第三）
［目的］ α－Synucle担は，パーキンソン病脳のレピー
小体の講成蛋白質であり，遺｛云子変異は家族性パー
キンソン痛を惹起するが生理的機能は不明である。本
研究では，リン酸化酵素のスクリーニングを行った。
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［方法］ Fyn, Lyn, PYK2, FAK, MAPK/ERKl, 
SAPK/JNK, Cdk5にて invitro免疫接合体キナーゼ
アッセイを行った。 1）ン費変化部位特定のためチロシン
残基変異 α－synuclein蛋自賛を作製した。再蛋自の局
在を共焦点、レーザー顕微鏡で観察した。
【結果IR弓1は野生型，変異 α－synucleinの125番
巨のチロシン残基を 1）ン酸化した。また，再蛋岳は細
胞内で共存しうる事が示唆された。
【考察］ α－Synucleinは町nを分したシグナル伝達
において何らかの役割を持つ可能性がある。本研究は
α－synucleinの生理的機能，病態発症過翠を理解する
うえで意義を持っと患われる。
6. Insulin and insulin-like growth factor I support the 
proliferation of erythroid progenitor cells in bone 
marrow through the sharing of receptors 
（インス IJンとインス 1）ン議成長国子Iのヒト骨髄
赤芽球系前駆輯胞の増殖への関与）
宮河真－~~ （小児科学）
本研究ではインスワン，及びインスリン醸成長茜子
I (IGF-I）のヒト骨髄造車前駆纏胞に対しての彰響
を純化造血繕胞，単細胞培養と無血清培養を用いて検
討した。
CD34陽性／豆it陽性細誼は， EPO存在下で，イン
スリン， IGF-Iの濃震依存性に erythroidcolonyの形
成を認め，単細胞抜体培養系よりインスワン， IGF-I 
が赤芽球系縮胞増殖に不可欠な Burstpromot民gactiv-
ityを有していた。また， SCFで形成される erythroid
colonyと，インスリンあるいはおF-Iで形成される
erythroid colonyの標的細胞が異なること，インス
リン， IGF-Iでの揮では標的紹胞が同一である可能
性が推測された。インスリン， IGF-IはBFU-E由来
ならび、に CFU-E由来 erythroidcolony影成において
赤芽球前駆細胞のお互いの受容体を共有しながら増
殖・分北の幅広い段階で作用し，締抱内科激伝達を
行っていることが推測された。
7. Chemokine-mediated thymopoiesis is regulated 
by a mammalian Polycomb group gene, me/-18 
（ケモカインを介した胸麗紹抱分化は曙乳類ポリ
コーム遺伝子群me／・ 18遣缶子により制御されている）
宮崎こずえ（免疫学・寄生虫学）
未熟駒隷組臆は胸膜撤小環境内を移動しながら分
化，増殖するためケモカインシステムの関与が推測さ
れているが，その遺伝子発現制御機構は明らかではな
い。遺伝子を負に制留するポワコーム遺伝子群 （PcG)
mel-18遺伝子欠損マウスは掬隷 T組鹿分化異常を来
たす。そこでケモカイン受容体 CXCR4,CCR9を介
した胸腺紹抱分化における PcGの関与について検討
した。 mel-18欠損マウスと正常マウスより網膜揺胞
を分離し， CXCR4,CCR9の mRNA及び縮麹表面上
の発現量，ケモカイン SDF-1,TEC互に対する遊走能
を調べ比較した。 mel-18欠損マウスでは， CXCR4発
現量は DNl纏胞で増加し， cc豆9発現量は DP細抱で
減少しており，遊走能辻， DNl縄胞では SDF-1~こ持
してより強く， DP縮胞では TECKに対してより低
かった。 CXCR4及びcc豆9は， PcGにより発現制御
されている可能性が示唆された。
8. Clinical and immunohistochemical analysis with V 
type pit pattern in early colorectal carcinoma by 
magnifying colonoscopy 
（大鷹拡大内視鏡で V型 pitp剖ternを呈する早期
大腸癌にお汁る臨床的・免疫組織学的解頼）
永田信二（内幹学第一〉
【対象と方法］拡大内提鏡観察を施行し V型 pit
patternと診断した早期大腸癌を， VA型と VN型に分
け，更に VN型を病変表面語における VN型の相対的
割合によって GradeA （犠小）, Grade B （中間），
Grade C （広範）に細分類し病理学的所見との関連お
よび， MUCl,cathepsin Dの発現について検討した。
［結果］深達度は GradeB, Cでsm2,sm3が多く，
V型細分類は EMR適正、決定に有用な指標と考えられ
た。病理学的に GradeB, Cは高異型度癌，問実反
r.15, H豪管関口部の乱れ・破壊の強い翁変から成り立っ
ていた。癌表署部での発現辻 MU Clで辻 Gradeが
すすむにつれて有意に高率であったが， cathepsinD 
では低率であった。
［結論IV型細分類は， Z話R適r.;決定に有用で，
病理学的に癌の異型度，間質反応，腺管関司部の乱
れ・破壊などが相互に関与していた。
9. Long-term prognosis of patiens undergoing tran-
scatheter arterial chemoembolization for unre-
sectable hepatocellular carcinoma: comparison of 
cisplatin lipiodol suspension and doxorubicin 
hydrochloride emulsion 
（切除不能肝細麗癌における経カテーテル的動脈化
学塞栓療法の長麗成績：シスプラチンりピオドール
懸湯液とアドリアマイシンリピオドール混合液の比
較）
鎌田耕治（内科学第一）
